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 第十三走者：タヌキのヒゼンダニ        

 ここでは保全センターに運び込まれた傷病鳥獣について保護記録やエピソードを交えてご紹介します。 

 

疥癬
かいせん

タヌキ 

 皆さんはタヌキに疥癬を起こし、時に彼らを死

に至らしめている犯人をご存知でしょうか。 

センコウヒゼンダニ（以下；ヒゼンダニ）です。

今回はヒゼンダニについて詳しく紹介します。 

 

 

ヒゼンダニのかたち 

 ヒゼンダニは丸い形をしたダニで、皮膚の角質

層にトンネル（疥癬トンネル）を掘って生活して

います。疥癬タヌキの痂皮
か ひ

（かさぶたのようにガ

サガサしている部分）を光学顕微鏡で観察すると

見つけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、タヌキ（受付番号：120045）の皮膚か

らは雌成ダニと幼ダニを観察することができま

した。成ダニは体長 0.3～0.4mm で脚が 4対に対

し、幼ダニは体長 0.1～0.2mm で脚が 3 対です。

前脚 2対に吸盤があり、後脚には剛毛があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疥癬 

疥癬は、ヒゼンダニに感染した哺乳類に接触す

ることによってうつります。様々な動物に感染し

ますが、人は人の、タヌキはタヌキのヒゼンダニ

しか重症化しないといわれています。例えば、タ

ヌキのヒゼンダニが人に感染しても強いかゆみ

などの症状が出るのは一時的です。しかし、どの

動物のヒゼンダニも見た目はほとんど同じで、区

別はつきません。現在、遺伝子レベルでの研究が

行われています。 

疥癬にかかると、脱毛したり痂皮ができて皮膚

が厚くなったりします。保全センターに救護され

るタヌキは脱水や栄養不良などが見られ、弱って

いる個体が多いです。重症になると脱水して眼が

落ち窪み、まぶたにも痂皮ができて瞳が隠された

状態になりますが、失明したわけではありません。 

タヌキのヒゼンダニ（左：幼ダニ、右：雌成ダニ） 

タヌキのヒゼンダニ（雌成ダニ） 

疥癬のタヌキ（受付番号：120045） 
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疥癬の治療 

 治療はイベルメクチンという駆虫薬を注射し、

ヒゼンダニを殺します。また、皮膚が割れて細菌

感染していることも多いので、抗生物質をあたえ

ることもあります。脱水や栄養不良がある場合は

点滴を行います。そして、毛が抜けて体温調節が

できなくなっているので保温も大切です。しかし、

救護された段階で弱っていると、治療の甲斐なく

死んでしまう場合が多いです。 

 

疥癬タヌキの扱い方 

 タヌキのヒゼンダニは、人では重症化しません

が、疥癬タヌキを扱う際には注意が必要です。 

①疥癬タヌキの世話をする時は、必ず手袋や白衣

をつけること。 

②疥癬タヌキを世話した後は手袋や白衣を取り

替え、他の動物に感染を広げないこと。 

③ヒゼンダニは消毒薬では死なない為、使用した

タオルや食器類は食べ残しごと熱湯消毒するこ

と。以上 3つのことを最低限守ってください。 

 

分析 

 平成 11～23 年度のタヌキの救護原因の第一位

は疥癬で、年間のタヌキ救護頭数の約 56.1％を

占めています。また月別では、2月に救護される

タヌキの約 81.8％が疥癬で、冬の寒い時期にも

っとも多いことがわかります。そして特徴的なの

が死亡率の高さです。疥癬が原因で救護されたタ

ヌキの約 71.5％が救護後死亡しており、無事に

放野されることが少ないのが現実です。 

 タヌキの疥癬がどのように広まっているかに

ついては、エサあげによるタヌキの集合等様々な

ことが言われていますが、まだ解明されていませ

ん。もし人が原因を作っているのなら、解明され

ることで疥癬にかかるタヌキの数を減らすこと

ができるかもしれません。また、保全センターの

職員さんは「最近のタヌキのヒゼンダニは人に感

染しやすい」と感じています。本当にタヌキのヒ

ゼンダニが人に感染しやすくなっているのか、も

し本当なら原因は何か、様々な謎があります。ま

だ研究が十分ではないヒゼンダニ。これから更な

るヒゼンダニの研究が望まれます。 

○図鑑○ NO.13 

・センコウヒゼンダニ Sarcoptes scabiei 

別名：ヒゼンダニ、疥癬虫 

ヒゼンダニ科 

 体は丸く、白色を呈する。脚は短く、雌

成ダニは体長約 0.4mmで、第 1・第 2脚先端

に吸盤、第 3・第 4脚先端に剛毛をもつ。雄

成ダニは約 0.3mm、第 1・第 2・第 4脚に吸

盤、第 3 脚に剛毛をもつ。種としての明瞭

な形態的区別はつかないものの、宿主によ

りある程度の大きさの違いと宿主
しゅくしゅ

特異性
とくいせい

が存在することから、宿主別に変種名が設

定されることがある。 

  

 宿主に寄生すると、雌成ダニは皮膚の角

質層に入り込み、水平にトンネル（疥癬ト

ンネル）を掘り進みつつ排便、産卵する。

卵から孵化した幼ダニの多くはトンネル外

に離脱し、毛包内に侵入し発育するとされ

る。交尾は皮膚上で行われ、雌成ダニは皮

膚内に入り込む。感染した宿主に接触する

ことで感染する。 

 

※参考文献 

・今井壮一ら(2009)：図説 獣医衛生動物学，講談社，

東京. 

・野上貞雄・今井壯一(2006)： 野生動物の疥癬，

ViVeD(Visual Veterinary Dermatology), 2(1): 

23-28. 

 



スコープを使って樹洞内部を観察します見逃してしまいそうな場所も要チェック 落ちてしまった巣箱を観察しました
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このコーナーでは普及啓発活動やイベントなどに参加した

ボランティアがその体験をもとにレポートしています。

傷病舎大掃除と豚汁＆ムササビの巣箱設置の報告傷病舎大掃除と豚汁＆ムササビの巣箱設置の報告

樹洞性鳥類の講座  報告樹洞性鳥類の講座  報告

　樹洞性生物の第2弾として今回は鳥類編の講座を1月14日に行いました。講師に日本鳥類保護連盟の藤井
幹先生をお招きして、樹洞を使う鳥たちの話をしていただきました。午前は部屋の中での座学講座、午後は
野外で樹洞を探しながらの講座でした。参加者は39人でどの様な鳥たちが樹洞を利用しているのか、巣箱
は必要か？また巣箱を取り付けた後にはむやみに覗くとその後はほとんどヘビなどの外敵に捕食されてしま
うという話や、巣箱の中の状態で無事巣立ったか途中で何者かに捕食されてしまったかが分るなど、調査研
究をしている方ならではの興味深い話も聞くことができました。
　昨年10月に行った「樹洞性哺乳類の講座」と今回の「樹洞性鳥類の講座」で樹洞性生物の講座のシリー
ズは終了となります。それぞれ講師の先生にお越しいただき、専門的かつ大変興味深いお話を伺うことがで
きましたし野外施設で行ったフィールドワークでは、実践的な調査方法や野生生物の生息地に近づく際のマ
ナーなど、室内では知りえない多くのことを体感することが出来ました。
　救護の会では、このような有意義な講座をこれからも開講し、皆さんに学んでいただける場を広く提供し
ていきたいと考えています。

相川小学校「放課後子ども教室」報告相川小学校「放課後子ども教室」報告

　昨年の12月18日に毎年恒例の大掃除、参加人数も30人以上で、傷病舎とその周
辺に溜まっていた落ち葉や老朽化していたＡ・Ｂ・Ｃ小屋の撤去などがたちまちの
内にすっきりとしました。
　大掃除が終わりお昼に豚汁を皆でいただいた後、午後は先日の東京農業大学の安
藤先生の講座の続編として先生と農大の学生さんたちと一緒に、ムササビの巣箱掛
けを保全センターのフィールドで行いました。梯子を登る人、支える人また道具を
渡す人それぞれ皆が協力して合計4個の巣箱を掛けました。農大のご協力でセンサ
ーカメラも全部の巣箱につけることが出来ました。ムササビの他にもテン等が巣箱
をのぞく姿が見られるかもしれません。今後ムササビが入るのを期待して調査を続
けたいと思います。

　1月20日に、相川小学校で行われた「放課後子ども教室」に招かれ、救護についての話をしてきました。
「救護の会」として2回目の教室で、昨年10月の1回目に引き続き野生動物について子供たちに知ってもら
うためのプログラムを行いました。当日は雪も降るなど天候に恵まれず、1回目より少ない23名ほどの参加
となりましたが、少ない分皆熱心に聞いてくれたのではないかと思います。
　まず、1回目と同様コミミズクのロン君が皆に挨拶。そして、コゲラとカワラヒワの羽を使ってしおりを作
りました。それぞれが絵や文字を描き、オリジナリティー溢れるしおりが完成しました。その後は動物パズル。
タヌキ、アライグマ、アナグマ、ハクビシンの絵が頭・胴体・尾に分かれたパズルに挑戦しました。特に
アナグマとハクビシンが馴染みが薄いようで、皆結構試行錯誤しながら取り組んでいました。ひとしきり遊ん
だ後はちょっとお勉強。保全センターに救護されてくる動物たちの救護原因を説明し、皆に出来ることを考
えてもらった後、具体例として保全センターのゴイサギとヒヨドリに登場してもらいました。最後は「ヒナを



渡辺優子理事長の講義加藤千晴獣医師の講義 しまね野生鳥獣救護施設を見学 出雲大社にて　中央は吉川常務理事
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平成23年度傷病鳥獣救護講習会平成23年度傷病鳥獣救護講習会

 島根県獣医師会からの講演依頼を受け、2月14日島根県出雲市において自然環境保全センターの加藤先生と
ともに野生動物救護の会理事長  渡辺が野生動物たちとどう向き合っているかを熱く語って来ました。
　始めに「神奈川県の野生動物救護の現状」に関して加藤先生が講演され、続いて渡辺が「一頭一羽でも、
多くの野生復帰を目指して」と題して当会の活動紹介や傷つく野生動物の現状、野生復帰のためのリハビリ
の様子などを写真やビデオを用いて講演しました。最後に島根県農林水産部森林整備課鳥獣対策室 古志野
成則氏が「島根県の野生鳥獣救護の現状」について講演されました。聴講して下さったのは島根県立出雲農
林高等学校2年生38名と県の職員、鳥獣保護員など計74名でみなさん熱心に聞き入っていた様子でした。閉
会時間ぎりぎりまで多岐にわたる沢山の質問を受け、野生動物への関心の高さが伺えた意義のある講習会に
なったと思います。後日、参加された出雲農林高等学校 動物科学科教諭の長島先生から感想が届きました。

　出雲農林高校動物科学科では「命」を学科のメインテーマとして学習しています。
　毎日の動物飼育を通じて命と向き合い、命について考える。
　生命の誕生を見ることもあれば、最期を看取るときもある。
　また、私たちが生きて行くためにまだ生きられる命を終えさせる時もあります。
　ですから産業としての動物の利用方法、飼育方法、理念についてと社会動物としての
　動物活用、飼育方法、理念についてその両方について幅広く学習しています。
　今回、貴重なお話しを聞かせていただき大変ありがとうございました。
　講演の中で、生徒たちの印象にもっとも強く残ったのが猛禽類の野生復帰動画でした。
　渡辺さんの映像を見て「私たちにも出来るのではないか」と口々に言っておりました。
　日頃の学習では伝えきれないことを聞かせていただき大変嬉しく思います。

　また14日午前には、島根県の野生動物救護に携わっている「ＮＰＯ法人 しまね野生鳥獣救護ボランテイア」
の竹下理事長にもお会いし、救護施設の見学島根県の救護状況など有意義なお話を伺う事ができました。
　この講演会を計画され忙しい中準備等をされ、私たちを呼んで下さった島根県獣医師会の方々及び、吉川
常務理事にこの場をお借りして感謝申しあげます。これを機会に、これからも島根県と神奈川県が野生動物
救護において連携して行けたらと思います。

拾わないでポスター」の説明を行い、ロン君が挨拶をして終了。
　2回を通して参加してくれた子供も半数ほどおり、普段はあまり
触れることのない野生動物と人間との関わりについて少しでも理解
してもらえたらと思いました。今後も継続してこのような活動を行
っていければと思います。

　野生動物救護の会より、素敵な児童書のご紹介です。プロカメラマンで、当会の
会員さんでもある佐藤信敏氏が「田んぼの生きものたち　ツバメ」を発刊されまし
た。レンズを通して捉えた躍動感あるツバメの貴重な映像は、NHKの番組「ダーウ
ィンが来た」でも紹介されご覧になった方も多くいらっしゃると思います。ツバメ
の写真を撮りつづけている佐藤氏ならではの迫力ある写真が満載された内容で、子
供だけでなく、野生動物を愛する全ての方に手に取って読んで頂きたい児童書です。
現時点でツバメに関して日本で一番詳しい本であると、著者であるバードリサーチ
の神山氏も保証されているとか。またツバメ（ヒナ）のレスキューなど野生動物救
護ボランティアとしては見逃せない内容なのも嬉しいです。

詳しくはコチラ→http://shop.ruralnet.or.jp/b_no=01_54009268/
　そして、この度当会では、佐藤氏のご厚意により限定15冊のみ定価￥2625のと
ころ￥2100で購入出来ることになりました。ボランテイア室にも見本が置いてあり
ますので、購入ご希望の方は是非この機会に事務局までお申し込み下さい。（先着順）
保全センターにて代金引き換えでお渡しいたします。
なお配送ご希望の方は送料・手数料込で￥2400、入金確認後の発送となります。

素敵な
児童書のご紹介です
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ࡣࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡢ㫽ࠊ࡛ A ᆺࡶࡿࡼࢫࣝ࢘ࡢ

ࠊࢡ࣑࣭࣐࣭ࣥ࢘ࢱࣈࡣ࡛␆ᐙࡢࠊࡓࡲࠋࡍ࡛ࡢ

㔝⏕ື≀࡛࡛ࣛࢪࢡ࣭ࢩࣛࢨࡣ A ᆺࢫࣝ࢘ࡢ

ࡶ㫽ࡶேࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀឤᰁࡿࡼ A ᆺࣝ࢘ࡢ

ࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡢ㫽ேࠊࡀࡍࡲࡋឤᰁࢫ

ࡣࢫ H࣭ N ࣇࣥ㫽ࠋࡍ࡛≀ูࡿ࡞␗ࡀᆺࡿࢀࡉ⾲࡛

ࡣ᪥ᮏ࡛ࠊෆࡢࢨ࢚ࣥࣝ H5  H7 ᆺศ㢮࢘ࡿࢀࡉ

ࣝࣇࣥ㧗ཎᛶ㫽ࡀࡢࡶ࠸ᙉࡀẘᛶࡕ࠺ࡢࢫࣝ

ࠊࢀࡉࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥᙅẘᛶ㫽ࡀࡢࡶ࠸ᙅࠊࢨ࢚ࣥ

ᐙ⚺㢮࡛ၥ㢟ࡿ࡞Ẽ࡛ࠋࡍH5  H7 ᆺ௨እ࢘ࡢ

࡛⛥ࡣࡇࡿ࡞ၥ㢟࡞ࡁࡶ࡚ࡋឤᰁࠊࡣࢫࣝ

࢚ࣝࣇࣥ㫽ࡓࡗ࡞ၥ㢟ࠊࡋ⏕ᖺ᪥ᮏ࡛Ⓨࠋࡍ

ࡣࢨࣥ H5N1 ᆺศ㢮ࡿࢀࡉ㧗ཎᛶ㫽࢚ࣝࣇࣥ

 ࠋࡍ࡛ࢨࣥ

 
 ᵓ㐀ࡢࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

᪂₲┴ࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 
(http://www.pref.niigata.lg.jp/hokanken/1233086535114.html) 

 
ឤᰁ⤒㊰ࡣ㸽 
 㔝⏕ࡢ࡞ࣔ࢝ࡢ⣅౽ࡀࢫࣝ࢘ࡽἥࠊࢀࡉ

ఏࡀឤᰁ࡛ࡇࡿࡍᦤྲྀẼ㐨ⓗ⤒ࠊⓗཱྀ⤒ࢆࢀࡑ

ࠋࡍࡲࡋᦤྲྀࡣࢫࣝ࢘ࡓࢀࡉ⭠ෆࡢ⣽⬊࡛ቑṪ

ࠋࡍࡲࡏࡉᣑࢆឤᰁࠊࢀࡉἥࡧඹ౽⣅ࠊࡋ

ࠊ࡛ࢫࣝ࢘ࡿ࠸࡚ࡋศᕸࡃᗈỈ⚺㢮ࡢ⏕㔝ࡣࡶ

࠾࡚ࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿࡍሙࡢឤᰁࡢᮏ᮶ࢆࡽࢀࡑ

᥋ゐࡢ౽⣅ࡢࡑࡸ㔝㫽ࡓࡋಖ᭷ࢆࢫࣝ࢘ࠊࡾ

≉ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ࠸ࡿࡍఏࡀឤᰁᐙ⚺㢮ࡾࡼ

ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ㧗ཎᛶ㫽ࡣ࿘㎶ㅖᅜ࡛ࢪ

Ⓨ⏕ࡀከࠊࡃ㝣ࡢࡽΏࡾ㫽ࡀ᪥ᮏᅜෆࣝ࢘

 ࠋࡍࡲࢀࢃᛮ࠸㧗ࡀᛶ⬟ྍࡴ㎸ࡕᣢࢆࢫ
 
 㸽ࡣၥ㢟ࡢẼࡢࡇ
 H5  H7 ᆺ௨እࡢ㫽ࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

ࡏࡲࡾ࠶ࢇࡣࡿ࡞ၥ㢟ࡤࢀ࠶ឤᰁ࡛ࡿࡼ

ࡋ␗ኚ㧗ཎᛶࡣࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥపཎᛶ㫽ࠋࢇ

㧗ཎᛶ㫽ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃࡁࡀᐙ⚺㢮࡛ၥ㢟㝿ࡓ

ࡁࡾࡲ࠶ࡣ࡚ࡗ≀ື⏕㔝ࠊࡣࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

ᐙ⚺㢮ࠊࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶẼ࠸࡞ࡽ࡞ࡣၥ㢟࡞

ࡣᐙ⚺㢮࡛ࠋࡍࡲࡾ࡞ၥ㢟࡞ࡁࡿࡍឤᰁ

ཎᛶࠊఏຊඹᙉࠊࡵࡓ࠸ឤᰁࡢᗈࡶࡾࡀ᪩ࠊࡃ

᪩ᛴ࡞ᑐ⟇ࡀᚲせࠋࡍࡲࡾ࡞⒪ἲࠊࡃ↓ࡀᅇ

ᚋࡢࢫࣝ࢘ࡶฟࠊࡵࡓࡃ⥆ࡃࡽࡤࡋࡀឤᰁࡀ☜

ㄆࡕ┤ࡤࢀࢀࡉឤᰁ㎰ሙࡢᐙ⚺ࡣ࡚ẅฎศ࡞

࠶ࡶࡇࡿ࡞ẅฎศࡶሙྜ࡛ࡿࢀࢃࡀឤᰁࠊࡾ

ᚄᩘ༙ࡽⓎ⏕㎰ሙࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ km㹼ᩘ༑ km
௨ෆࡿ࠶㎰ᐙࡣᐙ⚺ࡸ㭜༸ࡢฟⲴṆࡸ⛣ືไ

㝈ࡀồࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍࡲࢀࡽࡵ㧗ཎᛶ㫽࢚ࣝࣇࣥ

ࠊᅜ㝿⋇ົᒁ(OIEࠊࡿࢀࡉㄆ☜ࡀ⏕Ⓨࡢࢨࣥ

 ᐃࡢ(⧊⤌ᅜ㝿ࡿࡍ㛵ே⋇ඹ㏻ឤᰁࡸ⏕⾨≀ື
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⚺㢮ࡢ㍺ฟไ㝈ࠋࡍࡲࢀࡽࡅࡀ 

ேࡢឤᰁࡣ㸽 

 ୡ⏺࡛ࡢ㧗ཎᛶ㫽ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ(H5N1)ࡢே

WHOࠊࡣⓎ⏕≧ἣࡢ࡛ ࡿࡼ⾲බᘧⓎࡢ 2003 ᖺ 11

᭶௨㝆 2012 ᖺ 3 ᭶ 12 ᪥ࠊ࡛࡛ࡲⓎ⪅ᩘ 596 ேࠊ

Ṛஸ⪅ᩘ 350 ேࠊ᪥ᮏ࡛ࡣேࡢឤᰁࡣⓎ⏕࡞࠸࡚ࡋ

ࠊ࡛ࡢࡍ࡛ᩘ⏕Ⓨࡢ࡛⏺ୡࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ࠸

ឤࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸ᛮࡿ࠼ゝࡿ࠶࡛ᩘ࠸࡞ᑡࡾ࡞

ᰁ⪅ࡢ⣽⬊ࢆㄪࠊࡿH5 ᆺࡢ㫽࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

࠸࡚ࢀࡉࡓ࠸࡚ࡗᣢࢆᚩ≉࠸ࡍࡸࡋឤᰁࢫࣝ

⯡୍ࠊ࡛ࡢ࡞ᚩ≉࠸↓ࡣேࠊ㏻ᖖࠊࡣࢀࡇࠋࡍࡲ

ⓗࡣ㫽ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥேࡢឤᰁࡀ㉳ྍࡿࡇ⬟

ᛶࡣᴟ࡚ࡵపࠊࡃឤᰁࡀ㉳ࡣࡢࡿࡇ㠀ᖖ≉Ṧࢣ࡞

㫽ࠊࡣ࡚ࡋ㛵ឤᰁ⤒㊰ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࠼ゝࢫ࣮

ࡢேࡽேࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣឤᰁࡢேࡽ

ឤᰁࡣ⌧ᅾࡣ࡛࡛ࡲ☜ㄆࠊࡓࡲࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࢀࡉឤ

ᰁ㭜ࡸ⫗ࡢ༸ࢆ㣗ࡿ࡛ேឤᰁ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ

ࡓ㣗ࢆ㭜༸ࡸ⫗㭜ࠊࡀࡍࡲ࠸ࡶே࠺ᛮᏳ

ࡿࡼேࡢឤᰁࡣୡ⏺࡛ 1 ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡶ

ࡓࡋ⏕Ⓨࡀࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ㫽ࠊࡽࡇ࡞ᵝࡢࡇ

ࡣ࡛≦⌧ࠊࡃ↓ࡣᚲせ࠺ᛮᏳ㐣࡚ࡗ࠸ࡽ

㫽ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥⓎ⏕ࡀேࡢᗣ࡞ࡁ⿕ᐖࢆ

ྍࡿ࠼⬟ᛶࡣ㠀ᖖప࠸ゝࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࠼ 

ࣥ㫽ࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉᠱᛕࡶࡗࡶᅾ⌧ࠊࡔࡓ

ࡓࡋᚓ⋓ࢆឤᰁຊࡢேࠊࡽࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇ

᪂ᆺࡀࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥㄌ⏕ྍࡿࡍ⬟ᛶ࠶ࡀ

ྠࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡢ㫽ேࠋࡍ࡛࠺࠸ࡿ

ឤᰁࡢࢫ࡚ࣝ࢘ࡋ࡞ࡿࡍ㑇ఏᏊኚ␗ࠊࡌ⏕ࡀ

᪂ᆺࢀࡽ࠼⪄࠸࡞ࢀࡋࡶࡿࢀࡲ⏕ࡀࢫࣝ࢘ࡢ

ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡢ㫽୧᪉ேࡣࢱࣈ≉ࠋࡍࡲ࠸࡚

ሙࡢ⏕ㄌࢫࣝ࢘᪂ᆺࠊࡵࡓࡿࡍឤᰁࢫࣝ࢘

ࡿࡇ㉳ࡀ࡞ᵝࡢࡇࡋࡶࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉᠱᛕ࡚ࡋ

ୡ⏺୰࡛ὶ⾜ࡀᗈࠊࡾࡀ࡞ࡁ⿕ᐖࡀ㉳ࡋࡶࡿࡇ

࡞ࡣヂ࡛࠺ゝࡿࡇ㉳ࡎᚋᚲࠊࡋࡋࠋࢇࡏࡲࢀ

 ࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠸↓ࡣᚲせࡿࡍᚰ㓄㐣ࠊࡃ

 

 
㫽ྲྀ┴ࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍(http://www.pref.tottori.lg.jp/39389.htm ) 

 

ᑐ⟇ࡣ㸽 

 ⌧ᅾ≀ືࠊ㛵ࡣ࡚ࡋ㎰ᯘỈ⏘┬᳨ࡿࡼࡀ⾜

Ỉ㝿࡛ࢆධࡢࢫࣝ࢘ࡿࡼධ㫽㍺ࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ

㜵ࡄᑐ⟇ࠊࡋࡋࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀΏࡾ㫽ࡾࡼ

ᣢࡕ㎸ྍࡿࢀࡲ⬟ᛶࠊࡵࡓࡿ࠶ࡀ㐍ධࢆ㜵ࡄ

ࡣ㞴ࠊࡵࡓࡢࡑࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡋ⎔ቃ┬࡛ࡣ㔝㫽

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡵົ᪩ᮇⓎぢࠊࡋど┘ࢆⓎ⏕≧ἣࡿࡅ࠾

㆙࡚ࡗࡼἣ≦ࠊࡋᢕᥱࢆⓎ⏕≧ἣࡢᾏእ࡛ࠊࡓࡲ

ᡄࣞࢆࣝ࣋㧗ࡿࡵࡶᚲせ࡛ࢀࡑࠊࡋࡋࠋ࠺ࡻࡋ

࠺ࡻࡋ࡛࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡿࡍᢕᥱࢆἣ≦ࡢ࡚ࡶ࡛

ࡽ࠼⪄ࡔ㔜せࡀࡿࡅ㑊ࢆ᥋ゐࡢ⚺ᐙ㔝㫽ࠊࡽ

ឤᰁᣑࡣሙྜࡓࢀࡉㄆ☜ࡀ⏕Ⓨࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀ

࡞ẅฎศࡢឤᰁ㫽ࡸฟⲴไ㝈࣭ື⛣ࡢࡵࡓࡄ㜵ࢆ

ࡀ⟇ᑐࡢࡽࢀࡇࡣ᪥ᮏ࡛ࠋࡍᚲせ࡛ࡀᑐᛂ࠸⣲᪩ࡢ

ຠᯝⓗࠊ࡛࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜㐣ཤࡢⓎ⏕ࡣㅖ

እᅜẚ࡚᪩ᮇὶ⾜ࡀ᮰ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ 

 ேࡢᗣ⿕ᐖ㛵ࡣ࡚ࡋཌ⏕ປാ┬ᅜ❧ឤᰁ

◊✲ᡤࡀ୰ᚰ࡚ࡗ࡞ᑐ⟇ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⌧ᅾࡲ

ᚲせࡣὀពࠊࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣឤᰁࡢேࡣᅜෆ࡛ࠊ࡛

ࣥ㫽ࡕ┤ࡽࡓࡋⓎぢࢆ㔝㫽ࡓࡋṚஸࠋ࠺ࡻࡋ࡛

㒊ᆅᇦ୍࡛ࠊࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣᚲせ࠺ࢆࢨ࢚ࣥࣝࣇ

㔞ࡢ㔝㫽ࡀṚஸࡿ࠸࡚ࡋሙྜࡣ࡞ὀពࡀᚲせ

⬟ྍࡿࡍឤᰁேࡣᇶᮏⓗࠊࡔࡓࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ

ᛶࡣ㠀ᖖపࠊࡵࡓ࠸㐣ᜍࡿࢀᚲせ࠸↓ࡣᛮ 
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↓ࡣ౽⣅ࡢࡑࡸ㔝㫽ࡣே࡞ᚰ㓄ࡶ࡛ࢀࡑࠋࡍࡲ࠸

㜌᥋ゐ࠸࡞ࡋ᪉ࡀ㈼࡛᫂ࠋ࠺ࡻࡋ୍ࡀ᥋ゐࡓࡋ

ሙྜࡸ࠸ࡀ࠺ࡣᡭὙࡿࡍࡾࡗࡋࢆ࠸࡛ࢫࣝ࢘

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡿࡆୗࢆᛶ⬟ྍࡴ㎸ࡾྲྀయෆࢆ

 

᭱ᚋ 

௨๓ࠊಖ࣮ࢱࣥࢭࡓ࠸࡚ࡵ㫽ࣝࣇࣥ

ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀࡿࡅཷࢆࡏࢃྜ࠸ၥࡿࡍ㛵ࢨ࢚ࣥ

ಖㆤࡓࢀࡉ㔝㫽ࡢ⡆᳨᫆ᰝࡓࡋࢆࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡶ

㝜ᛶࡢ⤖ᯝࡋฟࠊࡋࡋࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡀࡇࡓⓎ

⏕ᆅᇦᑐࡿࡍ㢼ホ⿕ᐖࠊࡾࡓࡗ࠶ࡀ㐣ᗘ㔝㫽ࢆ

㆙ᡄࡿࡍேࡢࡑࠋࡍ࡛࠺ࡼࡿ࠸ࡶᵝ࡞ࠊࡽ㫽

࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ከࡀேࡿ࠸࡚ࢀᜍ㐣ࢆࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗᣢࢆ㇟༳ࡢࠊ࠸

࡛ࢪࡶㅖᅜࢆ୰ᚰୡ⏺࡛Ⓨ⏕ࡀሗ࿌ࢀࡉ

ࡋ㞴ࡣࡇࡄ㜵ࢆఏࡢࡽ㫽ࡾΏࠊࡾ࠾࡚

ࡀࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥᅜෆ࡛㧗ཎᛶ㫽ࡶᚋࠊࡵࡓ࠸

Ⓨ⏕ࡿࡍࡣ༑ศࡢࡑࠋࡍࡲ࠼ࡾ࠶ࡉ࡞ࡳࠊࡣ

ࡀࡿࡍ㆙ᡄ㐺ษࠊࡋゎ⌮ࡃࡋṇࢆẼࡢࡇࡀࢇ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞⟇ᑐࡢ␒୍

 

 
ཌ⏕ປാ┬ࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍(http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou02/) 

 

㫽ࡵࡲࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ 

 

� ཎᅉࡣ A ᆺࡢࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥឤᰁ 

� A ᆺࡣࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥᵓ㐀ࡢ㐪ࡾࡼ࠸ H1㹼16×N1㹼9 ࡢ 144 ㏻ࣉࢱࡾศࡿࢀࡉࡅ 

� ேࡶ Aᆺࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥឤᰁࠊࡀࡿࡍ㫽ࡣࡢࡶࡢ HN ᆺࡀࢫࣝ࢘ࡿ࡞␗ࡀཎᅉࡿ࡞ 

� H5  H7 ᆺࡢ➼ࣜࢺ࣡ࢽࡣࢫࣝ࢘ࡢᐙ⚺࡛ࡣᙉ࠸≧ࡍ♧ࢆᙉẘᆺࠊࡀࡿ࠶ࡶࡢࡶࡢከࡢࡃ㔝㫽ࠊ≉

 ࠋ࠸࡞ᑡࡣࡍ♧ࢆ≦࠸ᙉࡣ㢮࡛ࣔ࢝

� 㫽ࡣࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ᭷ຠ࡞⒪ἲࠊࡃ↓ࡀ㧗ཎᛶࡀࡢࡶࡢⓎࡓࡋሙྜࡣẅฎศࡸ⛣ືไ㝈ࡼ࡞

 㔜せࡀࡿ࠼ᢚࢆࡾࡀᗈࡢឤᰁࡾ

� ேࡢឤᰁࡣᑡᩘྍࠊࡀࡿ࠶⬟ᛶࡣᴟ࡚ࡵపࠊࡃ㠀ᖖ≉Ṧ࡞ሙྜ㝈ࡿࢀࡽ 

� ᚋࠊ㧗ཎᛶ㫽ࡽࢫࣝ࢘ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥேࡢឤᰁຊࢆ⋓ᚓࡓࡋ᪂ᆺࡀࢫࣝ࢘ฟ⌧ྍࡿࡍ⬟ᛶ

 ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉㄆ☜ࡣࢫࣝ࢘࡞࠺ࡼࡢࡑᅾ⌧ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ༴ࡀ

� Ṛࡔࢇ㔝㫽ࢆぢࡄࡍࡶ࡚ࡅࡘ㫽ࢆࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࠺ᚲせࠊࡀ࠸↓ࡣᚰ㓄ࡽ࡞ゐ࠸࡞ࡽ 

� ୍ࡀ㔝㫽ࡢࡑࡸ⣅౽᥋ゐࡓࡋሙྜࡣᡭὙࡿࡍࡾࡗࡋࢆ࠸ࡀ࠺࠸࡛ࡾྲྀࡢࢫࣝ࢘㎸ࢆࡳῶࡍࡽ

ࡿࡁ࡛ࡀ 
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兀兀兀兀兀兀兀兀免免免免免免免免兗兗兗兗兗兗兗兗優優優優優優優優儇儇儇儇儇儇儇儇儆儆儆儆儆儆儆儆㞧㞧㞧㞧㞧㞧㞧㞧ឤឤឤឤឤឤឤឤ  

                                                                    

                                                    
ಖ䝉䞁䝍䞊䛾䝒䝞䝯䛸䝯䝆䝻䛾㔛ぶ䜢䛧䛶䛔䜛䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛾ሷ⃝䛥䜣䚹                                      

ᅇ䛿䚸ᖺ㉳䛝䛯㟈⅏䜢ཷ䛡䚸䛔䛦䛸䛔䛖䛾ഛ䛘䛻䛴䛔䛶䚸                                

ᑓ㛛ᐙ䛾䛚ヰ䜢ཧ⪃䛻⪃ᐹ䛧䛶䛟䜜䜎䛧䛯䚹

 

 

䠘䠘䠘䠘䜒䛧䜒䛧䜒䛧䜒䛧ᆅ㟈ᆅ㟈ᆅ㟈ᆅ㟈䛜䛜䛜䛜㉳㉳㉳㉳䛣䛳䛯䜙䛣䛳䛯䜙䛣䛳䛯䜙䛣䛳䛯䜙䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䠚䠚䠚䠚    

    
ᖺ1᭶䚸䇾ᚋ4ᖺ௨ෆ䛻㒔ෆ┤ୗᆺᆅ㟈䛜

㉳䛣䜛☜⋡70䠂䇿䛸Ⓨ⾲䛥䜜䜎䛧䛯䚹(ᮾிᏛᆅ㟈

◊✲ᡤ䞉◊✲䝏䞊䝮䛾䜎䛸䜑䜘䜚) 

 㛗ᮇ㣫㣴䛷䝒䝞䝯䚸䝯䝆䝻䜢㡸䛛䛳䛶䛔䜛௨ୖ䚸䛹䛖

Ᏺ䛳䛶䛔䛟䛛ሗ䛜ḧ䛧䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䛯▮ඛ䚸බ┈♫

ᅋἲே ᪥ᮏឡ⋵ື≀༠ ⅏ᐖᢸᙜ⌮ ᖹ₶

ᏊẶ䛛䜙䚸㈗㔜䛺䛚ヰ䜢䛔䛯䛰䛟䛣䛸䛜ฟ᮶䜎䛧䛯䚹

ᖹẶ䛻㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛾 ሗㄅ䛄RUNNER䛅䜈

䛾ᥖ㍕䛾ྍྰ䜢ఛ䛳䛯䛸䛣䜝䚸䛂୍ே䛷䜒ከ䛟䛾᪉䛻

▱䛳䛶䛔䛯䛰䛝䛯䛔䛾䛷䚸⚾䛛䜙䜒㠀䚸䛚㢪䛔䛧䜎

䛩䛃䛸䚸ᛌ䛟ᢎㅙ䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜ฟ᮶䜎䛧䛯䚹  

チྍ䜢䛔䛯䛰䛔䛯ෆᐜ䜢ሗ࿌⮴䛧䜎䛩䚹 

 

                                              

 

① ື≀䜢ཷ䛡ධ䜜䜛㑊㞴ሙᡤ䛾 

䛊ᕷᕝᕷᑡᖺ⮬↛䛾ᐙ䛋 (༓ⴥ┴ᕷᕝᕷ⏫280-4) 

㣫䛔䛸ྠ䛨㒊ᒇ䛻Ἡ䜎䜜䜎䛩䚹 

 

② ⅏ᐖ䛻㉳䛣䜛ᵝ䚻䛺ၥ㢟 

䛊Ỉ䜔㣵䛾㊊䛋 

䈜᭱ప୍㐌㛫ศ䜢⏝ព䛩䜛䚹ᖖ䛻䝇䝖䝑䜽䚹↓䛟䛺䜚

䛭䛖䛰䛛䜙䚸᫂᪥㈙䛚䛖䛷䛿㥏┠䚹⅏ᐖ䛿䛔䛴㉳䛣䜛

䛛ุ䜙䛺䛔䚹 

䈜㑊㞴ሙᡤ䛻䛭䜜䜢㒊ᣢ䛱ฟ䛫䜛䛛䚹 

䈜䝽䞁䝍䝑䝏ᘧ䛾䝔䞁䝖䛜䛒䜛䛸౽䚹 

䈜⮬Ꮿ䛻ṧ䜛ሙྜ䚸≀㈨䜢ᒆ䛡䛶䜒䜙䛖Ⅽ䚸㑊㞴ሙ

ᡤ䛻⮬ᏯⓏ㘓䜢䛩䜛䚹 

                                                

 

 

㔝㫽䛻ᚲせ䛺䝭䝹䝽䞊䝮䛾䝇䝖䝑䜽䛿䚸䛹䜜ᚲ

せ䛺䛾䛛䚸ಶேⓗ䛻ᖹẶ䛻䛚ᑜ䛽䛧䛯䛸䛣䜝䛂⯆

῝䛔䛷䛩䚹⿕⅏ᆅ䛷㔝⏕ື≀䜢㣫䛳䛶䛔䜛ே䜢ᤚ

䛧䛶䚸ㄪᰝ䛧䛶䜏䜎䛩䛃䛸䚸䛚䛳䛧䜓䛳䛶ୗ䛥䛔䜎䛧䛯䚹 

  

 

 

 

 

 

ᖺ䛾ᮾ᪥ᮏ㟈⅏ᚋ䚸⚾䛾⤒㦂䛛䜙⏦䛧䜎䛩䛸䚸

2㐌㛫䛠䜙䛔䝤䝗䜴䝮䝅(䝝䝙䞊䝽䞊䝮)䛜ᡭ䛻ධ䜙䛺

䛔䛜䛒䜚䚸㉎ධ䛻䛟ᅔ䛳䛯䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹䝤䝗

䜴䝮䝅䛾䝒䝞䝯䛻䚸䛘䜙䜜䛺䛔᪥䛜3䡚4᪥䛒䜚

䜎䛧䛶䚸య㔜18.5䜾䝷䝮䛒䛳䛯䛾䛜䚸16.0䜾䝷䝮䠄13.5

䜾䝷䝮ῶᑡ䠅䛻䛸⑭䛫䛶䛧䜎䛔䜎䛧䛯䚹ᗘ䛸䚸䛣䜣䛺

ྍယ┦䛺䜢䛧䛯䛟䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

䜒䛧䚸㒔ෆ┤ୗᆺᆅ㟈䛜㉳䛣䛳䛯ሙྜ䚸䝤䝗䜴䝮

䝅䛰䛡䛷䛺䛟䚸䝭䝹䝽䞊䝮䜒1䞄᭶௨ୖ㉎ධྍ䛻䛺

䜛䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛸䚸ಶேⓗ䛻ᛮ䛳䛶䛔䜎䛩䚹 

 

䜎䛪䚸ே䛜Ᏻ䜢☜ಖฟ᮶䜜䜀䚸ື≀䜒Ᏻ䛷䛩

䛽䚹 

 

 

 

 

 

 

䛭䛾䠖㑊㞴ሙᡤ䜈⾜䛟䜒⪃䛘䚸䛄⚄ዉᕝ┴㔝⏕

ື≀ᩆㆤ䝪䝷䞁䝔䜱䜰Ⓩ㘓ド䛅䛸䛄㔝⏕ᖐ㐺ド᫂

᭩䛅䜢䛔䛴䛷䜒ᣢཧฟ᮶䜛䜘䛖䚸‽ഛ䛧䛶䛚䛟᪉䛜Ⰻ

䛔䛸ᛮ䜟䜜䜎䛩䚹 

 

ᆅ㟈䛜㉳䛣䜙䛺䛔䜘䛖䚸♳䜛䛧䛛䛒䜚䜎䛫䜣䠛 

 

ሷ⃝ᐙሷ⃝ᐙሷ⃝ᐙሷ⃝ᐙ    1111䞄䞄䞄䞄᭶ศ᭶ศ᭶ศ᭶ศ䛾䛾䛾䛾䝇䝖䝑䜽䝇䝖䝑䜽䝇䝖䝑䜽䝇䝖䝑䜽    

(䝒䝞䝯2⩚䛸䝯䝆䝻1⩚) 

 

䛊䝤䝗䜴䝮䝅䛋1㐌㛫100༉×5㐌㛫ศ 

䛊䝭䝹䝽䞊䝮䛋1㐌㛫150༉ධ䝟䝑䜽3ಶ×5㐌㛫ศ 

 

䝯䝆䝻䠖䛩䜚㣵5㐌㛫ศ1⿄䚸䝭䜹䞁䛾௦䜟䜚䛻䝯䝆䝻

⏝䝊䝸䞊䚸1᪥1ಶ×31᪥ศ 

 

䝒䝞䝯䠖䝗䝑䜾䝣䞊䝗(䝡䝍䝽䞁)ከ䜑䛻2ศ䛾1⿄ศ 

 

Ỉ500䝭䝸䝸䝑䝖䝹2᪥ศ䛸ண䛧500䝭䝸䝸䝑䝖䝹䝨䝑

䝖䝪䝖䝹16ᮏ 
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保
全
セ
ン
タ
ー
で
県
内
初
記
録 

 
 
 
 

無
事
野
生
復
帰
を
果
た
し
た 

 

二
〇
一
二
年
一
月
二
九
日
、
相

模
原
市
で
ミ
ツ
ユ
ビ
カ
モ
メ
が

救
護
さ
れ
た
（
三
二
五
ｇ
）
。
そ

の
日
の
朝
、
北
風
が
強
く
あ
お
ら

れ
て
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
非
常
に
痩
せ
て
弱
っ

て
い
た
為
、AD

缶
（
犬
用
の
エ
サ
）

を
チ
ュ
ー
ブ
で
強
制
給
餌
し
た
。

ま
た
、
小
さ
い
ア
ジ
を
皿
に
入
れ

て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
大
量
に
食

べ
、
日
に
日
に
体
重
は
増
え
、
元

気
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
野
外
の

フ
ラ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
に
出
し
、
プ

ー
ル
に
水
を
張
り
、
リ
ハ
ビ
リ
に

取
り
組
ん
だ
。
二
月
二
二
日
、
無

事
に
茅
ヶ
崎
の
海
岸
に
て
野
生

復
帰
を
果
た
し
た
（
五
〇
〇
ｇ
）。 

保
全
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ミ

ツ
ユ
ビ
カ
モ
メ
の
救
護
例
は
、
一

九
九
二
年
一
月
七
日
に
一
例
あ

る
が
、
長
野
県
か
ら
の
保
護
例
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
が
保
全

セ
ン
タ
ー
で
神
奈
川
県
内
初
救

護
記
録
と
な
る
。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ミツユビカモメ（受付番号：120022）。2月 5日撮影。フライングケージにて。 

ミツユビカモメ来たる！！ 

 

二
〇
一
一
年
春
、
保
全
セ
ン
タ
ー

内
で
生
ま
れ
た
一
頭
の
子
タ
ヌ
キ
が

い
る
。
春
に
室
内
ケ
ー
ジ
内
で
生
ま

れ
た
彼
は
す
く
す
く
と
成
長
し
、
八

月
二
八
日
に
は
親
元
を
離
れ
、
野
外

の
フ
ラ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
に
移
動
し

た
。
そ
し
て
、
一
一
月
下
旬
か
ら
は

野
外
と
ケ
ー
ジ
を
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
ド
ア
を
開
け
、
野
生
に
帰
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
野
外

の
み
で
生
活
す
る
よ
う
に
さ
せ
、
エ

サ
も
絶
っ
た
。
し
ば
ら
く
敷
地
内
を

う
ろ
つ
い
て
い
た
子
タ
ヌ
キ
だ
が
、

二
月
二
九
日
か
ら
は
姿
を
み
せ
な
く

な
り
、
無
事
に
野
生
に
帰
っ
た
模
様
。 

子
タ
ヌ
キ
野
生
に
帰
る 

保全センター敷地内を歩く子タヌキ 

らんなー新聞       発行 野生動物救護の会            

2012年 3月 24日（土） 
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ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
冬
眠
中
～ 

春
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い  

 

二
〇
一
一
年
一
二
月
か
ら
今

年
一
月
に
か
け
て
、
ヒ
ナ
コ
ウ

モ
リ
が
相
次
い
で
三
頭
救
護
さ

れ
た
。
三
頭
と
も
動
か
な
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ

た
為
、
保
全
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
「
少
し
暖
か
い
日
、
冬
眠
か

ら
起
き
て
エ
サ
を
探
し
て
い
る

最
中
に
寒
く
な
っ
て
動
け
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話

し
て
い
る
。
現
在
、
体
重
が
少

な
く
左
上
腕
骨
を
骨
折
し
て
い

る
一
頭
に
関
し
て
は
保
温
箱
で

活
動
中
だ
が
、
体
重
が
良
好
な

二
頭
に
つ
い
て
は
保
全
セ
ン
タ

ー
の
冷
蔵
庫
内
（
約
ゼ
ロ
～
マ

イ
ナ
ス
五
度
）
で
冬
眠
中
だ
。 

 

し
か
し
、
冬
眠
中
で
も
エ
サ

は
必
要
だ
。
そ
の
た
め
、
保
全

セ
ン
タ
ー
で
は
一
週
間
か
ら
一

〇
日
お
き
に
冬
眠
か
ら
目
覚
め

さ
せ
て
エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
日
に
な
る
と
、
職
員
が
冷

蔵
庫
か
ら
出
し
、
ヒ
ナ
コ
ウ
モ

ろ 

ヒナコウモリ（受付番号：110647）。正面から見るとブタのようなかわいらしい顔をしている。 

リ
を
暖
か
い
場
所
に
お
く
。
こ
う
す

る
こ
と
で
体
温
が
上
が
り
、
目
を
覚

ま
す
の
だ
。
エ
サ
は
犬
用
ミ
ル
ク
と

ミ
ル
ワ
ー
ム
で
、
そ
の
日
一
日
だ
け

で
ミ
ル
ワ
ー
ム
一
〇
〇
匹
以
上
食

べ
る
と
い
う
。
な
ん
と
も
大
食
漢

だ
。
現
在
冬
眠
中
の
二
頭
は
春
に
な

っ
て
暖
か
く
な
っ
た
ら
放
野
す
る

予
定
だ
。 

ヒナコウモリ（受付番号：110657）の横姿。 

    12月 1月 2月 合計 

2011年度 5頭 1頭 3頭  9頭 

2010年度 6頭 2頭 6頭 14頭 

2009年度 7頭 4頭 3頭 19頭 

表：各年度の 12月から 2月までの 

疥癬タヌキ救護記録 

 

し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
更

な
る
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
が

望
ま
れ
る
。 

 

 

今
冬
の
疥
癬
タ
ヌ
キ
の
救
護

件
数
は
、
例
年
に
比
べ
や
や
少
な

い
こ
と
が
、
保
全
セ
ン
タ
ー
の
救

護
記
録
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

各
年
度
一
二
月
か
ら
二
月
ま

で
の
疥
癬
タ
ヌ
キ
の
救
護
件
数

は
、
二
〇
〇
九
年
度
が
一
九
頭
、

二
〇
一
〇
年
度
が
一
四
頭
に
対

し
、
今
年
度
は
九
頭
と
や
や
少
な

い
。
原
因
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
今
冬
は
例
年
に
比
べ
気
温
が

低
く
、
救
護
さ
れ
る
前
に
死
ん
で 

今
冬
は
疥
癬
タ
ヌ
キ
が
少
な
い 

 
 

気
温
が
低
い
こ
と
が
原
因
か
？ 

          ら  ん  な  ー  新  聞      2012年 3月 24日（土） 
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成都成都成都成都でパンダでパンダでパンダでパンダ飼育体験飼育体験飼育体験飼育体験 旬のパンダの話題！といってもカンフーでも上野でもなく、本家本元四川省のパンダ保護施設のご報告。 成都は西中国最大の都市。週末のプラン作りに腕をならしている最中、ウェブで飼育体験プログラムを見つけた。パンダの生態について学びたい外国人向けに提供されているプログラムで、特に資格等は必要ない。私が参加したのは 1 日コースだが、長期コースもあり、参加者の都合に合わせてプログラムを組んでくれる。 

パンダについてパンダについてパンダについてパンダについて 

IUCN レッドリストによると野生のパンダは 1600頭未満とされており、EN (Endangered；絶滅危惧 IB類)に分類されている。生息地の減少は深刻で、個体群が分断されていることにより遺伝子の多様性の減少も危惧されている。高度約 1,200-4,000m の、タケが多く生える森林に生息している。一口にタケと言ってもパンダが食べるのは 60 種類もあり、そのうち 35 種類が主食となる。コアラもユーカリに対してそうだったが、パンダ個体により種類の好き嫌いがあるというのが面白い。 余談だが、上野動物園ではパンダの餌を人間用にア

レンジした「パンダかゆセット」を注文できる。私はこれが大好きで、食べるたびになんとなく間延びした気分を味わっている。 日本には和歌山アドベンチャーワールド(8 頭)、上野動物園(2 頭)、神戸王子動物園(1 頭)に合計 11 頭のパンダがいるそうだ。 

成都大熊猫繁育研究基地成都大熊猫繁育研究基地成都大熊猫繁育研究基地成都大熊猫繁育研究基地についてについてについてについて 成都大熊猫繁育研究基地は 1987年にパンダの保護と研究を目的に設立された施設。面積約200ha、108頭のパンダを保護している中国でも最大級の施設だ（2011年末時点）。ジャイアントパンダ以外にレッサーパンダなど絶滅危惧種の保護・研究も行っている。普段 

 

子パンダ 

(提供：中国成都大熊猫繁育研究基地) 

成都 

ボランティアスタッフが国内外における野生生物保護の現場を紹介するコーナーです。 普段の活動は勿論、実習先の検討や、旅先の目的地の参考になれば幸いです♪ 
No.2No.2No.2No.2                        

    

    

    

    

                                パンダパンダパンダパンダ    

インタビュー先： 中国成都大熊猫繁育研究基地 
生息地 

野生生物保護野生生物保護野生生物保護野生生物保護    
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は単独行動を行うパンダをなるべく自然の状態で飼育するために、とても広いスペースをとっている。歩き回るのは良い運動になり、飼育体験をしない観光客でも最低半日は見ておいた方が良いと思う。歩きやすい靴は必須だ。 繁殖・幼獣飼育では実績が多く、2008 年までに 124頭の子パンダがセンターで誕生しているそうだ。生まれたばかりのパンダは保育所（室内）のガラスケース越しに見られ、つい赤ちゃん言葉で語りかけそうになる。もう少し大きくなった子パンダは屋外でじゃれている姿を見ることができ、常に観光客が群がっているコーナーだ。寝ている姿も愛らしいが、起きている時は転がりまわって本当に見ていて飽きない。 

パンダパンダパンダパンダ飼育体験飼育体験飼育体験飼育体験（（（（一日一日一日一日コースコースコースコース）））） 内容はケージの掃除（糞や食べ残しを集める）、集めた糞の観測（糞の様子や重量測定により、個体の健康を把握）、餌やり（長い竹竿を利用し、パンダに月餅ミックスやリンゴを差し入れる）など。当施設では笹や果物以外に栄養価の高い食物を混ぜたミックスを月餅の形にして与えている。 さすが笹を多く食べているだけあってパンダの糞は臭くなく清涼感のある匂いがする。パンダの糞こそウンチペーパーに向いているのではないだろうか？ケージ掃除も快適だ。 

 餌やりの際、飼育下のパンダが運動不足にならない様に立たせて食べさせるのがポイントとのこと。「起来
(チラーイ)！」と叫ぶのだが、最初は私の発音が良くな かったらしくパンダに通じなかった…。 オジサンパンダには仰向けに寝ころんだまま手を伸ばしてパンダ月餅を持っていかれてしまった。テレビ前のソファに寝ころんでビールに手を伸ばす雰囲気だろうか。普段の動きからは信じられないほど素早い動きだった。その時だけ眼光も鋭かった…。 指導して下さった飼育員の方は大好きなパンダの保護に携われるのはとても幸せだと語っていた。 短い時間だったが、貴重な体験のおかげでパンダがぐっと身近な存在になった。今後もパンダ保護活動を応援したいと思う。 参考参考参考参考ウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイト 

1. 成都大熊猫繁育研究基地ウェブサイト 

http://www.panda.org.cn/ 

2. IUCNレッドリスト 

http://www.iucnredlist.org/apps/redlist/details/712/0 
3. 上野動物園 Zoo Express「パンダかゆセット」 

http://www.tokyo-zoo.net/ROOT/express/express_back
?record=1137 

4. 上野動物園ジャイアントパンダ情報サイト 
http://www.ueno-panda.jp/ 

 

 （生態系に関するワンポイント英語レッスン♪） 今日のことば：ecology    （生態学、環境） 「イ」は憎たらしい子が「イーだ」という時の様に口を横に伸ばし気味にすると英語っぽくなります。難しい場合は「エコロジー」でも多分通じるので大丈夫です＾＾ 私たちがよく使う「エコ」という言葉は ecologyの形容詞「ecological」から来ています。Economy(経済)と間違えない様に気を付けて下さいね☆ 

こんな感じで発音してね 

イイイイカカカカラジー 

竹竿を利用した餌やりの様子 



 

山中でたまに見かけるカモシカは神秘的畏怖の念さえ感じていた。シシガミ様。そんなカモシカの調査に参加させてもらえるというので早速行
調査概要調査概要調査概要調査概要 下北半島カモシカ調査は、下北半島ループが毎年夏季と冬季に青森県むつ北郡脇野沢村）で行っているカモシカの以来、村内複数の地域において生息密度調査て行っている。調査地は下北半島の先端ェリーで陸奥湾を横断して行く。 調査の目的は北限のカモシカの個体数要因を探ること、また絶滅につながる事態シカとカモシカを取り巻く自然環境の保護る。 

    

ボランティアスタッフが国内外における普段の活動は勿論、実習先の検討や、旅先
野生生物保護野生生物保護野生生物保護野生生物保護    
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神秘的で、なんとなくそんなカモシカの早速行ってみた。 下北半島カモシカ調査グむつ市脇野沢（旧下っているカモシカの調査。1977 年生息密度調査を継続し先端で、青森からフ個体数の変動とその事態を防ぎ、カモ保護を目指してい

参加希望者はまず夏季調査やコンパスの使い方を学び土地勘調査に臨む。静寂の冬山でカモシカとは別格の雰囲気だ。山好きには
実実実実はウシはウシはウシはウシ科科科科 ニホンカモシカは日本固有種は違い、ウシ科のほかの種同様生えかわりもないそうだ。分布び京都以東の本州であり下北半島
Japanese Serow。でも関係者以外「なんのこっちゃ？」という顔をされるだけなので
of antelope only found in Japan手段。 

No.No.No.No.3333        

    

ニホンニホンニホンニホン

カモシカカモシカカモシカカモシカ

ボランティアスタッフが国内外における野生生物保護の現場を紹介するコーナーです。実習先の検討や、旅先の目的地の参考になれば幸いです♪
    

カモシカ調査ボランティア集合写真

 

 夏季調査に参加し、地図の読み方土地勘を掴んだのち、冬季でカモシカと同じ空気を吸うのきには是非お勧めしたい。 日本固有種、偶蹄目ウシ科。シカと種同様、角は枝分かれせず、布は九州と四国の一部およ下北半島が北限。英語名は関係者以外に serow と言ってもをされるだけなので “A kind 

of antelope only found in Japan”と説明するのが常套

ニホンニホンニホンニホン

カモシカカモシカカモシカカモシカ

脇野沢 物保護の現場を紹介するコーナーです。 参考になれば幸いです♪ 

集合写真(2010 年) 
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冬冬冬冬調査調査調査調査のののの様子様子様子様子 調査は尾根を一本ずつ担当し、両側の谷を調べるようにうねうね登り、うねうね降りる流れ。大型のトランシーバで両隣の尾根のメンバーと連絡を取り合い、進んでいく。足跡を見つけた時は時刻、位置や進んでいる方向を記録し、新しそうな足跡の場合は追ってみる。 今年の冬調査、新鮮な足跡を追っていたらなんとご本人に会えた。15m ほど離れた茂みの中にいただろうか。ほぼ同時にお互いに気づき、びっくりして見詰め合ったのち向こうが「あいよー」という感じでゆるくかけて行った。逃げなくてもいいのに。早すぎて写真を撮れなかったのが残念！ 

0℃前後の気温の中、動きを止めるとすぐに体が冷えるので、昼食時は焚火を囲む。火起こしはなかなか難しく、これができればカモシカ調査一人前、など言われながら一生懸命ヒバの枝や乾木を集めた。白銀の世界の中みんなで焼いて食べるマシュマロの味は格別で、これのためにまた来年も来ようと囁くお腹の虫。 

 

 翌日、超幸運な午後！向かい合った尾根から双眼鏡をのぞいていたメンバーより「親子発見」の無線連絡があった。その連絡を手掛かりに、両隣のメンバーと道路脇の斜面で仲良く餌を食んでいた親子をめでたく発見！肝っ玉母さんは私たちを見ても動じず、今度はちゃんと動画も撮れた。 宿泊施設に戻ると、色々な片付けやレポート作成が待っている。各メンバーの調査経路、足跡・糞・鳴き声、個体発見などをそれぞれ地図に記入し終わる頃には夜のミーティングの時間。個性的でアツいメンバーの意見が飛び交うミーティング（飲み会？）も楽しみの一つ。来年もまた参加したいと強く思った素敵な調査だった。 帰 り 、 青 森駅周辺の再開発 で新 し く で き た
A-FACTORYに立ち寄った。シードル工場である建物はレストランやお土産物販売も兼ねており、開放的な気持ちの良い店舗だ。ここで見つけたのが写真の小皿。無垢の木でできており、ひとめぼれ。タヌキやノウサギなどほかの動物バージョンもあった。調査参加記念に一枚いかが？ 

 

 

 参考文献参考文献参考文献参考文献 

1. 下北半島カモシカ調査 
http://hassysroom.web.fc2.com/antelope/Japaneseant
elope.htm 

青森駅 A-FACTORY内で見つけた「わにもっこ」の木皿。表にはカモシカの足跡、裏にはカモシカ。 

カモシカの足跡。黒い点が二つ見えるのがつま先 
活動についてのお問い合わせはこちら 下北半島カモシカ調査グループ  天笠 敏文 様 

e-mail: umblera@mpd.biglobe.ne.jp 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⥲⥲⥲⥲⥲⥲⥲⥲                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        
◆㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛾䛾䛾䛾    ㏻ᖖ⥲㏻ᖖ⥲㏻ᖖ⥲㏻ᖖ⥲ /  /  /  / ㅮ₇ㅮ₇ㅮ₇ㅮ₇ 

▽᪥ 6/23䠄ᅵ䠅 13䠖00䡚15䠖50    ▽ሙᡤ ⮬↛⎔ቃಖ䝉䞁䝍䞊 

▽๓༙䛿ᙜ䛾㏻ᖖ⥲䚹ᚋ༙䛿ඖ᪥ᮏ㔝㫽䛾⫋ဨ䛷䚸⌧ᅾ䛿䝣䝸䞊䝷䞁䝇䛷άື䛥䜜䛶䛔

䜛ᯇ⏣㐨⏕䛥䜣䜢ㅮᖌ䛻䛚ᣍ䛝䛧䚸䛂䜹䝷䝇䛛䜙Ꮫ䜆䡚ᮾி㒔䛾ᤕ⋓ᑐ⟇䛾᳨ド䛸㔝⏕ື≀䛸

䛿ఱ䛛䜢ၥ䛖䛃䛸㢟䛧䛶ㅮ₇䛧䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛩䚹䜹䝷䝇䛾⏕ែ䜢ጞ䜑䚸ᵝ䚻䛺㔝⏕ື≀䛸䛾㛵䜟

䜚䛺䛹䛾䛚ヰ䛿ᚲ⫈䛷䛩䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᕢ❧䛳䛯䝠䝘䝠䝘䝠䝘䝠䝘䜢䜢䜢䜢ᣠᣠᣠᣠ䜟䛺䛔䛷䜟䛺䛔䛷䜟䛺䛔䛷䜟䛺䛔䛷䝛䟿䟿䟿䟿    
䛻䛺䜛䛸㔝㫽䛯䛱䛾⦾Ṫ䛾䝅䞊䝈䞁䛜ጞ䜎䜚䜎䛩䚹ᕢ❧䛱䝡䝘䛿ᕢ❧䛳䛯ᚋ䛷䜒䛧䜀䜙䛟䛿ぶ㫽䛛䜙䛔䜝䛔

䜝䛺䜢Ꮫ䜃䛺䛜䜙୍ே๓䛻䛺䜚䜎䛩䚹୍ே䜌䛳䛱䛾䝠䝘䜢ぢ䛛䛡䛶䜒㏞Ꮚ䛰䛸ᛮ䜟䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹ᕢ❧䛳䛯

䜀䛛䜚䛾䝠䝘䛿ୖᡭ䛻㣕䜉䜎䛫䜣䟿 

 

⾪⾪⾪⾪⾪⾪⾪⾪✺✺✺✺✺✺✺✺ㄪㄪㄪㄪㄪㄪㄪㄪᰝᰝᰝᰝᰝᰝᰝᰝ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
◆⛙㔝ᕷ❧ᅗ᭩㤋⾪✺ㄪᰝ⛙㔝ᕷ❧ᅗ᭩㤋⾪✺ㄪᰝ⛙㔝ᕷ❧ᅗ᭩㤋⾪✺ㄪᰝ⛙㔝ᕷ❧ᅗ᭩㤋⾪✺ㄪᰝ 

▽᪥ ẖ᭶᭱⤊㔠᭙᪥ → ᚋ䛾ㄪᰝ᪥䛿 4/27䚸5/25             

▽ሙᡤ ⛙㔝ᕷ❧ᅗ᭩㤋 

▽㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛾䛂䝞䞊䝗䝇䝖䝷䜲䜽◊✲䛃䛷䛿❆䜺䝷䝇䜈䛾㔝㫽䛾⾪✺ㄪᰝ䜢୍⥴䛻⾜䛳䛶

䛟䜜䜛᪉䜢㝶ເ㞟䛧䛶䛔䜎䛩䚹⯆䛾䛒䜛᪉䛿ົᒁ䜎䛷䛤㐃⤡䜢䟿 

ཧཧཧཧཧཧཧཧຍຍຍຍຍຍຍຍ䜲䜲䜲䜲䜲䜲䜲䜲䝧䝧䝧䝧䝧䝧䝧䝧䞁䞁䞁䞁䞁䞁䞁䞁䝖䝖䝖䝖䝖䝖䝖䝖                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
◆ᮾிᮾிᮾிᮾி儴兠儭儹儋儝優儇儴兏儴兠儭儹儋儝優儇儴兏儴兠儭儹儋儝優儇儴兏儴兠儭儹儋儝優儇儴兏 2012201220122012    

▽᪥ 4/21䠄ᅵ䠅䞉22䠄᪥䠅     ▽ሙᡤ ᮾி 㔝㫽බᅬ 

▽ᵝ䚻䛺 NPO 䜔ᴗ䛜ཧຍ䛧䚸ෆᐜ┒䜚䛰䛟䛥䜣䛾䛣䛾䜲䝧䞁䝖䛻ᩆㆤ䛾䜒ฟᗑ䛧䜎䛩䚹 

     ୍⥴䛻ཧຍ䛧䛶䛟䜜䜛䝇䝍䝑䝣䜒ເ㞟୰䛷䛩䟿 

 

☆☆☆☆★★★★ဨဨဨဨ䜈䛾䛚䜈䛾䛚䜈䛾䛚䜈䛾䛚ㄏㄏㄏㄏ䛔䛔䛔䛔★☆★☆★☆★☆ 
ᙜ䛿䚸䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝇䝍䝑䝣䛾༠ຊ䛸タႠ㊃᪨䛻䛤㈶ྠ䛔䛯䛰䛝䜎䛧䛯ⓙᵝ᪉䛾ᐤ䛻䜘䛳䛶 

㐠Ⴀ䛥䜜䛶䛚䜚䜎䛩䚹⚾䛯䛱䛾άື䜢ᨭ䛘䛶䛟䛰䛥䜛㈶ຓဨ䜒ྠ䛻ເ㞟䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

䖩୍⯡ဨ䠖䛹䛺䛯䛷䜒䛤ཧຍ䛔䛯䛰䛡䜎䛩䠄ᖺ㈝ 2,000 䠅 

䖩Ꮫ⏕ဨ䠖Ꮫ⏕䛾᪉䠄ᖺ㈝ 1,000 䠅 

䖩㈶ຓဨ䠖ᙜ䛾άື䛻䛤㈶ྠ䛔䛯䛰䛝ᐤ䜢䛧䛶䛔䛯䛰䛔䛯᪉ 

                    ᖺ㈝䠖ἲே୍ཱྀ 5,000  ಶே୍ཱྀ 3,000  ୍ཱྀ௨ୖ 

 䜖䛖䛱䜗㖟⾜ཱྀ᭰ᗙ 䠖 00270-0-47040 

ྡ⩏ 䠖 ≉ᐃ㠀Ⴀάືἲே 㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛾 
䛆㎸ඛ䛇 

Ⓨ⾜᭶䠖2012 ᖺ 4 ᭶  Ⓨ⾜䠖≉ᐃ㠀Ⴀάືἲே 㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛾  㟁ヰ䠖0463-75-1830 
䛈259-1306 ⚄ዉᕝ┴⛙㔝ᕷᡞᕝ 1086 ␒ᆅ䛾 4   䝩䞊䝮䝨䞊䝆䠖http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 
⦅㞟⪅ ⾲⣬⤮䠖㯮㇂♸   ᪥䛾 RUNNER䠖ᑠᯇ⨾⤮   άື䛾⌧ሙ䠖ᖹள▮Ꮚ   㫽䜲䞁䝣䝹䜶䞁䝄䠖⚟ᐩ₶ 

   䜙䜣䛺䞊᪂⪺䠖ᑠᯇ⨾⤮   䝪䝷䞁䝔䜱䜰㞧ឤ䠖ሷ⃝┤⨾   㔝⏕⏕≀ಖㆤ᪥グ䠖Ṋ⏣ᬛᏊ 
   䜲䞁䝣䜷䝯䞊䝅䝵䞁䠖⚄ᓮ䛥䛴䛝  ♪Special thanks䠖ᮃ᭶⨾ぢ䛥䜣 䛛䜟䛔䛔䜲䝷䝇䝖䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯♪ 

ㅮㅮㅮㅮㅮㅮㅮㅮ⩦⩦⩦⩦⩦⩦⩦⩦                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
◆㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ㔝⏕ື≀ᩆㆤ䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝪䝷䞁䝔䜱䜰ㅮ⩦ㅮ⩦ㅮ⩦ㅮ⩦ 

▽᪥ 6/2䠄ᅵ䠅䞉3䠄᪥䠅 9䠖00䡚16䠖30    ▽ሙᡤ ⮬↛⎔ቃಖ䝉䞁䝍䞊 

▽ẖᖺᜏ䟿ᖺ䜒㔝⏕ື≀ᩆㆤ䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛥䜣䜢ເ㞟䛧䚸2 ᪥㛫䛻䜟䛯䛳䛶㔝⏕ື≀ᩆㆤ䛻

㛵䛩䜛▱㆑䜢Ꮫ䜣䛷䛔䛯䛰䛝䜎䛩䚹ㅮ⩦䛾᪉䝇䝍䝑䝣䜒ເ㞟୰䟿 

ᘬᘬᘬᘬᘬᘬᘬᘬ䛳䛳䛳䛳䛳䛳䛳䛳㉺㉺㉺㉺㉺㉺㉺㉺䛩䛩䛩䛩䛩䛩䛩䛩᪉᪉᪉᪉᪉᪉᪉᪉䛿䛿䛿䛿䛿䛿䛿䛿䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
◆᪂ᖺᗘ䜢㏄䛘䚸㌿䜔㐍Ꮫ䛺䛹䛷ᘬ䛳㉺䛧䜢䛥䜜䜛᪉䜒ከ䛟䛔䜙䛳䛧䜓䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹ఫᡤኚ᭦䛾 

ணᐃ䛜䛒䜛᪉䛿䚸ᩆㆤ䛾ົᒁ䜎䛷䛤୍ሗ䛟䛰䛥䛔䟿Ⓩ㘓䜢ኚ᭦䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛩䚹 

 

ヲ⣽䛿ᙜ䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜢䛤ぴ䛟䛰䛥䛔 

16 


	表紙 [更新済み].pdf
	P2,3ダニ.pdf
	アウト無しP4圧縮.pdf
	アウト無しP5圧縮.pdf
	P6鳥インフル1.PDF
	P7鳥インフル2.PDF
	P8鳥インフル3.PDF
	P9ボランティア雑感.pdf
	P10,11カモメ・コウモリ.pdf
	P12,13パンダ.pdf
	P14,15カモシカ.pdf
	P16インフォメーション.pdf

